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また，外山紀子「幼稚園の食事場面における子どもた
ちのやりとり－社会的意味の検討－」（注5）は幼稚園
の4・5歳児クラスの食事場面においてのやりとりを問
題としている。幼稚園の4・5歳児クラスの食事場面で
は年齢が高くなるほど食に関連しない一般的なやりとり
が多くなり「…あるひと，てーあげてー」「はーい」と
いうルーティンはやりとりへの参加を容易にする場合が
あるという。小坂美鶴「3歳児の仲間同士の会話特徴に
ついて：言語使用と発話機能の分析からの検討」（注
6）では，3歳児のごっこ遊びの中で「発話」と「非言
語行動」の併用が多かったが，発話が少なく曖昧な伝達
意図を持つ非言語行動で相互交渉が多くターンの維持が
難しい。山本弥栄子「子ども同士の言語的コミュニケー
ションにおける一考察－会話の自然発生的過程の検討
－」（注7）は，2歳後半頃から4歳台までを対象とし
た幼児間における会話の自然発生過程を質的に分析した
もので，両者が眼前の事物を介さずに同じイメージを共
有することができ，同じ経験をしていない相手に対して
も会話が成立し始めるのは4歳児後半の幼児同士。また
会話の中にも過去の経験の語りなど時間的文脈における
発話解釈能力が獲得されるようになるという。淀川裕美
「2－3歳児における言葉を用いた三者間対話の成立要
因の検討－第三者の発話と被参加者の応答に着目して
－」（注8）は，2・3歳の特性を踏まえ保育所で言葉
を用いた対話が多く行われるようになる時期に焦点をあ
てている。二者間対話に第三者が発話し参入した場面
で，第三者が被参加者と同じ話題について話す場合は言
葉を用いた応答がされやすく，第三者が新たな話題につ
いて話す場合は言葉を用いた応答がされにくいことが報
告されている。
そして，食事場面における幼児の会話を問題にした富
岡麻由子「幼稚園の食事場面における幼児の会話の発
達」（注9）では，3歳児はその場にあるものを話題に
会話が進められていくのに対して，4歳児は幼稚園内の
経験についての会話が多い傾向にある。また3歳児と4
歳児の間で会話・言語的な発達が顕著に現れていること
がわかったと述べている。砂上史子「幼稚園の葛藤場面
における子どもの相互行為－子どもが他者と同じ発話を
することに注目して－」（注10）は，葛藤場面での子供
が「他者と同じ発話をすること」は仲間か仲間ではない
かの境界線をつくっており，遊びと葛藤の境界は相互行
為を通して揺れ動くという。淀川裕美「2－3歳児の保
育集団での食事場面における対話のあり方の変化－確認
し合う事例における宛先・話題・話題への評価に着目し
て－」（注11）では，前期には抽象的な話題について対
話を行うことが多いのに対して，中期・後期になると，
より具体的で全員が共有している目の前のものを話題に
していることが多いと述べている。話題だけでなく話題
への評価も共有し，他児とは違う自分の意見を述べるよ
うになり，より多くの人数と対話できるようになる。こ
の年齢は本来自己中心性が強く，平行遊びが多いとされ
る年齢だが，食事場面に関してはより多くの他児との対
話を楽しみながら自分の意見を伝え合うことが示唆され
ている。続いて，淀川裕美「2－3歳児の保育集団での
食事場面における対話のあり方の変化－伝え合う事例に
おける応答性・話題の展開に着目して－」（注12）は，
前述論文と同様の場面で，前期は他児の発話に対し情報
を追加することで応答し対話に参入，中期は一人が次々
と話題を展開し他児が同意・反論・情報の追加等色々な
形で対話に参加し複数名で対話を楽しむ傾向がある。後
期は他児の発話に関連づけて自分なりの新たな情報を追
加し，関連する話題に展開するなど，他児と折り合いを
つけながら対話しているという。藤塚岳子「幼児期にお
ける会話の特徴と対人関係の発達過程－幼児園年長児の
自発的活動場面を通して－」（注13）は，5歳児の自由
な遊び場面における会話を収集している。新しい集団に
慣れるまでまた仲間関係が成立するまでは，相手と向き
合っていても言葉による会話は簡単な独り言が多いが，
仲間関係が成立すると徐々に減っていく。5．6歳児に
なると会話の中で相手が理解していないことがわかると
言い換えたり，確認したりすることが明らかにされた。
これらをまとめると，子供達は言語や非言語など様々
なコミュニケーション手段を使用して子供同士の関わり
を築いていくことがわかる。次第に仲間関係が構築され
てくると，その場に適した言葉や方法を使って遊びを展
開していく。つまり，言葉と仲間関係には相互作用が働
いているのである。子供同士のやりとりがなされるよう
になる年齢を，4歳児後半という見解があると思えば，
3歳児から可能，2・3歳児でもやりとりは可能だと述
べているものもある。月齢や育ってきた環境，幼稚園と
保育園などの就学前施設による影響も考える必要性があ
る。多くの子供達が集団活動を初めて行う幼稚園と，乳
幼児期から在園している保育園では子供同士による言葉
のやりとりは異なることが予想される。
そこで，本論では幼稚園の3歳児の子供達を対象に，
どの程度子供達同士でのやりとりが交わされているのか
について手洗い場面という事例を通して考察していく。
Ⅲ．方 法
対象 福岡県の私立幼稚園
Ａ幼稚園3歳児クラス（男児11名，女子9名，計
20名 ※一時お預かりの男児を含めると計21名。
保育者は女性教諭1名）を対象として行った。
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期間 Ａ幼稚園 2016年4月～12月まで週1回程度で観
察。
方法 昼食後，手洗い場で歯磨き中に行われているやり
とりを抽出。そこで得られた事例を子供の背景も
含めて分析と考察を行った。記録はHDビデオに
より撮影をした。Ａ幼稚園では子供達のありのま
まの姿を捉えたいと考え，観察者は保育中に子供
達と遊んだり話しをしたりしながら参与観察を
行った。
※Ａ幼稚園の手洗い場は保育室の一角に設置されてお
り，食事を済ませた子供から歯磨きをしていく。
Ⅳ．結果と考察
今回保育者が介在しない場所での対話を対象としてい
る。よって基本的には手洗い場に定点カメラを設置して
発話や行為を逐語録化し確認をした。Ａ幼稚園に関して
は保育室内に手洗い場が設置されているので，歯磨き中
に子供達同士の対話が行われた際に子供達の妨げになら
ないよう随時メモを取った。事例に登場する子供の名前
は全て仮名である。今回は村田孝次の考えを基に，全て
の会話を含めた「話し合い」を「対話」と呼ぶことにす
る。（注14）また抽出した事例数は大量になるため，そ
の一部を以下に掲載する。
事例1 2016．9．6
Ａが手洗い場にいるとＢが登場。2人は隣同士で歯
磨きをするが，全く対話はない。歯磨きを始めて20秒
程たってＢがＡの方を向いて「ニコッ」と微笑む。そ
の後また話をせず歯磨きをする。
〈考察〉
Ｂは入園当初，泣きながら登園していたが，次第に好
きな遊びを見つけ，安定した幼稚園生活を送れるように
なっていた。他者との関わりにおいては，相手の話の内
容を理解できていても，自分から相手に話しかけようと
しない。事例では隣同士で歯磨きをしている動作をお互
いにチラッと見ていた。意識はしているものの，言葉で
は表現しない。しばらくしてお互いに目が合い，そこで
「ニコッ」と微笑んでいる。親しみをもつまではいかな
いが，言葉にはならない非言語でお互いの存在を認めて
いる。
事例2 2016．9．15
Ａは歯磨きにきたＣに自分のコップで優しく2回頭
を叩いた。ＣはＡの方を見たら微笑んでいたので，Ｃ
も微笑み返す。Ｃは自分の目の前の蛇口が開いている
のにもかかわらず，Ａがいる蛇口から水をもらい歯磨
きを始める。Ａは歯磨きを終え，背伸びをしてコップ
に溜まった水を自分の頭よりも高い位置から流して
去っていった。その様子をＣも見て微笑み，同じよう
に水を流して去っていった。
〈考察〉
ＣはＡから頭を叩かれＡを見るまでは驚きや疑問・怒
りの心情であったことだろう。しかし，Ａは軽くではあ
るが叩くことがボディタッチの一種でありコミュニケー
ションのひとつとして捉えている。ＣはＡの顔を見ると
優しく微笑んでいたことから自分の考えと異なった相手
の存在に気が付き次の瞬間にＣも微笑みを返し相手を受
け入れている。人との関わりを通して言葉は獲得されて
いくのだが，この年齢の子供達だけの場面では非言語で
の関わりが多く生まれていることが事例からわかる。Ｃ
はクラスで自分をうまく表現できなかったのでＡの行為
が嬉しかったに違いない。言葉で表現していないが，Ｃ
はＡの蛇口から水をもらうことでＡと関わりたいと表現
している。その後も同じ行動をする背景には，砂上史子・
無藤隆「子どもの仲間関係と身体性－仲間意識の共有と
しての他者と同じ動きをすること－」（注3）でも言わ
れているように，他者と同じ動きをすることで仲間意識
に重要な役割を果たしていることがわかる。
事例3 2016．9．29
Ｄは手洗い場に来て歯磨きをするのではなく，コッ
プに水を溜め蛇口に結ばれている石鹸をコップの中に
沈めている。それを横目でみていたＥは真似をする。
ＦがＥ達の行為に「すごい」と言うとＤは「これはＥ
がやったんだよ」と言い返した。それに対してＥも聞
き取りは不能だが，自分の行動をＦに言っている様子
である。Ｆはその後，Ｅ達と同じようにコップの中に
水を溜め，その中に石鹸を入れてみた。Ｆは石鹸が混
ざっているコップに歯ブラシを入れ，歯を磨こうとし
たがやめ，コップの水を流し始めた。同時に保育者が
来てその行動を注意され，皆コップを洗い始めた。
〈考察〉
この事例でも同じ行動を真似することで仲間として認
められている。よって最初Ｄから始まった行為がＥへ，
さらにはＦへと伝わり言葉では交わされなかったが，仲
間として共有した時間を過ごしていると言える。また，
富岡麻由子「幼稚園の食事場面における幼児の会話の発
達」（注9）の通り，話題が目の前の事物であると共通
イメージすることができ，対話が成立している。『子ど
もとつくる保育』でも3歳児は「何でも出来てすごいで
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しょ」と自慢気な態度でいたり，「すごい」と思ってく
れる人がいたほうが楽しくなり，次第にその友達と一緒
にいたいという気持ちが芽生えてくる（注15）と述べて
いる。ＥもＦから「すごい」と言われ自分の行動に自信
を持っている。このように他者から認められて自己有能
感が高くなることが3歳児の特徴の一つといえる。様々
な体験の積み重ねによって子供達は思いを他者に伝えた
くなる。その結果豊かな人間関係を築いていき，安心し
て話ができる環境が整っていくと考える。
事例4 2016．10．11
手洗い場にＤ・Ｇの順番でやって来る。Ｇは「2番」
と言う。するとＤが「違うよ。Ｅが1番で2番がＨ。
3番がＤで4番がＧ」と順番を言う。Ｇは「3番か，
2番しかブー」というが，Ｄは自分が3番であること
を主張する。ＤはＧに「終わった？」と確認した。同
時に部屋の中でハプニングが起こり，2人はその様子
を見に行く。その後，先にＤが手洗い場に戻り歯磨き
をし直す。そこにＢも戻るが，Ｄから「もう終わった
んでしょ。終わったんなら早く行きなさい」とＧは自
分のコップを渡される。しかしＧはコップを受け取ら
ず，言葉も発しない。ＤはＧの顔を見てもう一度「終
わった？」と聞き，Ｇのコップに水を入れようとする。
するとＧは「終わった」といってコップをＤから取る。
Ｄは「だから（コップを）なおしなさい（片付ける）」
と言いながらＧの背中を押している。するとＧは歯磨
きの場所を移動して「終わらない」と言い，もう一度
歯磨きをやり直す。Ｄは「ん？」と口にしたが，それ
からは話をせずにお互い去っていった。
〈考察〉
Ｇは何でも早く行動したい性格から自分の順番を気に
していた。ＧはＤが自分より先に手洗い場に来ているこ
とはわかっていたので，Ｄが1番で自分は2番だと思い
言葉に発した。しかし，Ｄは自分より前に来て歯磨きに
来た友達のことを説明したので，2人のやりとりはかみ
合わない。Ｇはもう一度順番のことを言ってみたが，Ｄ
から再度違うことを指摘されたので，うがいをして話を
強制的に終了させたと推測できる。一方ＤはＧがうがい
をしたので歯磨きが終了したと思いＧに確認している。
同時に保育室内でハプニングが起こり，2人の興味は違
う方向に向かった。その後Ｄはハプニングの前にＧがう
がいをしていた事実を覚えていたので勝手に歯磨きが終
了したと思い込んでいた。一方Ｇの中では終わっていな
かったのだ。Ｄから「終わったんでしょ」と言われ，コッ
プを渡されるという行動をとられ仕方なくなったＧは拒
否の態度としてコップを受け取らず，何も発しないとい
う行動をとる。これはＧがＤに対して口では勝てないと
思ったのか，何か話したい気持ちはあっても自分の思い
を言葉で表現しにくいのが3歳児らしいところでもあ
る。その姿を見てＤは終わってなかったのだと思い，コッ
プに水を入れてあげようとするがＧはコップを取り返し
ている。Ｄは親切心からとった行動であるが，Ｇからし
てみるとその行動が嫌なのである。Ｇはそのことには気
付いておらず，終わったのなら早く片付けなさいと言葉
を発している。Ｇは「終わんない」と言い，ここで始め
て自分の思いを言葉で表現して別の場所に移動し歯磨き
をしている。小声ではあったが自分の思いを伝えられた
ことが，自信になり次の行動に繋がったと考える。Ｇに
とってはＤからコップを取ったことが，Ｄに対しての抵
抗であり自分の表現なのである。幼児期の言葉の発達は
個人差が大きいことから，保育者が介在しない場所では
うまく言葉に表現できない子供は態度や動作で表すこと
が多いことが示された。
事例5 2016．11．10
ＡとＩは歯磨きをしている。2人の間には会話はな
いが，お互いに目を合わせ，笑いながらうがいを何度
も行っている。そこへトイレから戻ってきたＤが手を
洗いに来た。Ｄは自分がクラスにいなかったのはなぜ
かを質問している。Ｉは水を口に含んだまま答えてい
るが実際には聞こえない。一方Ａは「うんちをしてい
たから」と言葉で返答しＡとやりとりが続く。Ｄは「正
解」と言い，Ａも喜びを表現した。その後Ｄはなぜ自
分がトイレにいったのがわかったのか聞くと，Ａは
「（クラスの）ドアが開いたから」と返答する。Ｄは
「最初おしっこって言った」と言い，Ａは「ん？」と
聞き直した。Ｄは「おしっこって思った。でも遅かっ
たからうんちと思ったでしょ？」と質問しＡは「うん」
と返答した。Ｄはもう一度，うんちに時間がかかった
ことをＡに伝えると，Ａは「うーわー」と大袈裟に言
い，Ｄは「じゃぁね」と言ってその場を去った。その
間Ｉはうがいに夢中であった。
〈考察〉
ＡとＩはうがいをしながら笑い合うという同じ行動を
して面白さを共有している。その途中にＤは自分の行動
を相手に質問することで自分に注目してほしかったのだ
ろう。Ａが言葉で返事をしたことからＡとの対話が成立
する。やりとりが続いたのは話題の対象が「トイレ」で
あり，お互いにイメージしやすい内容だったからだと考
える。また質問を聞き直すというのは，相手や内容に興
味があることであり，関係がまた一歩深くなったと推察
する。ＤはＡが理解しなかったことを察知すると確認を
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含めた言葉で表現している。Ｉはこの日は2人のやりと
りが気になりながらも，自分の興味あること（うがい）
に集中する。それが3歳児らしい一面でもあり，このよ
うな時間を過ごすことで次への意欲に繋がっていく。
Ⅳ．全体考察
事例から対話が形式として成立しているのか分類して
いく。
①非言語…事例1，事例2
②一方的な対話…事例4
③対話成立…事例3，事例5
上記より3歳児は非言語でやりとりも多くされてい
た。まず，友達の存在に気付き，友達に近づき話しかけ
るという段階を経て対話成立となる。特徴としては次の
点が挙げられる。
①友達の存在に気がつく
入園当初の不安や緊張から解放された子供達は，自分
自身の事だけではなく，周りの子供達にも目を向けられ
るようになっていった。手洗い場で隣や近くにいる友達
の様子を見ている。
②友達に近づく
友達の存在に気付き，気になり始めた子供達は自ら友
達に近づこうとする姿が見られるようになった。直接言
葉を交わすことはなくても，相手の模倣をしたり微笑ん
だりして，人とつながる喜びを味わう姿が見られた。
③友達に話しかける
気になる友達が出来始めると，自ら言葉で話しかける
ようになった。自分の関心のある子へ一方的に話しかけ
始め，友達の動作に反応して対話が交わされることも
あった。
これらの特徴より幼稚園における3歳児は，非言語で
コミュニケーションを成立させていることがわかる。見
つめあったり，微笑んだりと非言語の中に友達に関わり
たいという気持ちが表れ，相手が態度や言葉で返し，そ
の後言葉として表出されるのである。3歳児同士では非
言語で相手と対話することが多いことから，感覚的な情
報を非言語で共有し，コミュニケーションが日常的に行
われている。手洗い場で友達の模倣をする場面が多数見
られたのは，砂上史子・無藤隆「子どもの仲間関係と身
体性－仲間意識の共有としての他者と同じ動きをするこ
と－」（注3）と一致している。また対話成立の内容は，
目の前の事物でのやりとりが中心であった。目の前の事
物でのやりとりは3歳児でも比較的対話が成立しやすい
環境であることが示された。イメージしやすく共通認識
できる事物が対話成立において重要である。イメージが
共有されると自己主張がぶつかり合ったりすることもあ
るが，言葉でうまく表現ができない子供は態度や表現で
折り合いをつける方法も学ぶのである。
本研究により，手洗い場には固有の対話の特徴が見ら
れた。近年様々な保育場面の研究が行われているが，食
事場面や片付け場面と違い，手洗い場は常に気の合う友
達と一緒にいるわけではない。つまり，手洗い場で出会
うタイミングは偶然性が高い。その際，気の合う友達に
は話しをかけやすいが，反対にまだ関係が構築されてい
ない場合には，子供達は相手の様子をしっかり観察して
いる姿が見られた。何かのきっかけで相手とやりとりが
始まり対話されていく。手洗い場は子供達にとって歯を
磨いたり，手を洗ったりともちろん衛生的な場所でもあ
るが，一つの重要な保育環境である。それは手洗い場が
コミュニケーションの場になっており，様々な人間関係
が生まれているからだ。
村田孝次が「幼児期の話す力は，生活からくる直接経
験に非常に大きく依存している」（注16）と述べている
ように，子供の言葉が生活経験に影響していることがわ
かる。子供自身が他者に伝えたくなるような体験をし，
それを言葉で表現できた時，相手が同意してくれたり，
応答してくれたりすることで，次も言葉で表現したいと
いう意欲が高まってくるのである。
幼稚園は子供達にとって初めての集団生活であること
が多い。子供達はそこで他者と出会い，自分の居場所を
確保し安定した生活を過ごしていく。当然のことなが
ら，子供達には個人差が大きい。保育者は，焦らずに一
人一人の特性を把握し，温かな関わりとして子供達一人
一人の内面をさらに理解し援助する義務がある。
「主体的・対話的で深い学び」という言葉が文部科学
省より提唱され，保育の世界でも対話の重要性が求めら
れている。保育者は「対話的」という観点からクラスで
の「話し合い」を計画する際に正論を導かなくてはと，
つい子供達同士の話し合いであるのにもかかわらず，答
えにこだわり固定観念を押し付けがちである。その結
果，子供達同士の話し合う場面を奪っていることがあ
る。このように保育者主導で話し合いの環境を作ると，
保育者が介在しないと自分達で話し合うことができない
まま小学校に移行する可能性がある。子供達は大人が考
えているよりも，はるかに柔軟である。相手との対話で
内容がかみ合っていなくても，その時間を共有し，イメー
ジをお互い広げていき，自分とは違う他者の意見に気付
き，自分の気持ちと折り合いをつけていく方法を自然と
学んでいくのである。また，周囲の人達の話の仕方や内
容を聞きながら，他者に伝わるように変えていくことを
自ら学んでいくのである。保育者は子供達が自由に話し
合いのできる環境を整え，子供達の世界を「見ていない
ようで実は見ている」と主体的に活動できるように援助
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していく存在にならなければいけない。子供を中心とし
た環境の中で保育者がいかに一人一人と丁寧に関わり内
面を理解していくかである。
今回の研究で自分の描いていた幼児理解とは異なり，
子供達同士が予想以上に主体的な関わりを持っていく姿
に気付いた。これはビデオに撮影した映像を逐語録化
し，初めて気付いたことである。記録・分析し，同僚と
対話をすることが質の高い保育に繋がると思われる。子
供達の言葉の中に幼児理解を深めるプロセスがある。そ
の観点から今後も研究を続け幼児理解を深めていきた
い。
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